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Sisomicinの 産婦人科領域における臨床応用
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Sisomicinは 米国シェリング社で開発されたGenta-

micin(GM)に 類似した新しいア ミノ配糖体系抗生剤で

Micromonospora inyoensisよ り産生された ものであ

る1)。

本剤は広範囲の抗菌スペクトルを有し,抗 菌作用,吸

収,排 泄態度(主 な排泄臓器は腎),毒 性などは他のア

ミノ配糖体系薬剤とほぼ同様であるが,そ の特徴として

殺菌作用の強いことが指摘されているほか2・3),第8脳

神経障害がこの系統の抗生剤のなかでは軽度なことが認

められている4)。

われわれは本剤の産婦人科領域感染症に対する有効性

を検討する目的で,尿 路,性 器感染症を対象に臨床効果

を検討するほか抗菌力試験を併せ行なったので,以 下そ

の成績を報告する。

1.抗 菌 力 試 験

尿路,性 器(子 宮,膣,ダ グラス窩)お よび各種化膿

巣から分離したEsCherichia coli26株Klebsiella15株,

Proteus mirabilis8株,Pseudomonas aeruginosa20

株,5taphylococcus aureus 14株 に対する本剤のMIC

を化 学 療 法 学会 標 準 法 に よっ て測 定 し,GMと の比 較 を

試 み た 。 今 回 の成 績 は,原 液100倍 稀 釈 の 実験 条 件 で表

1の 如 く,本 剤 の抗菌 作 用 はE.coli,Klebsiellaに お

い て はMICのpeakが そ れ ぞれ0.78μg/ml,0.39μg/

mlに あ りGMと ほ ぼ 同様 の感 受 性 効 果 が得 られ,Pro-

tms mimbilisで はMIC1.56μ9/ml以 下 で発 育 が阻 止

され た 。さ らに.Pseudomonas aeruginosaに 対 す るMIC

は1～2管 程 度GMよ り低 い結 果(MICのpeakは

1.56μg/ml)が 得 られ,こ の点 よ り本剤 のPseudomonas

aeruginosaに 対 す る抗菌 力 の 強 い ことが 窺 われ た 。な お

5taphylococcus aureusで は 全株(14株)共Sisomicin

のMICは0.19μ9/mlで この場 合 もGMと 同様 の感

受性 分 布 を示 した。

II.臨 床 成 績

Sisomicinを 産 婦 人科 領 域 にお け る骨 盤 内感 染 症 尿 路

感 染症,計14例 に使 用 した 。投 与 方 法 は1日 量100～

150mgで1日2～3回 筋 注 した 。 成 績 は 表2～ 表4に

示 す 通 りで あ る。

1.骨 盤 内 感 染症

Table 1 Susceptibility of clinical isolates

E. coli ×100μg/ml

Klebsiella

Proteus mirabilis

Pseudomonas aeruginosa
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Table 2 Clinical results with Sisomicin (Pelvic Infections)

感染流産,分 娩後の子宮内感染3例 に本剤1日 量100

～150mgを5日 間筋注した成績は全例に効果が認めら

れた。効果判定基準は本剤投与により細菌学的効果が認

められ,か つ主要自他覚所見が3日 以内に改善 し,そ の

後治癒した場合を有効 と判定した(表2)。

症例1:子 宮筋腫を合併せる妊娠3ケ 月の感染流産例

で38℃ 台の発熱,下 腹痛を訴え,子 宮体部の圧痛と悪

臭帯下が認められた。CEZ1日2.093日 の投与でも解

熱せず,局 所々見の改善もみられぬため本剤 を投与 し

た。本剤による治療前の子宮 内培養ではE.ooli(什)

が分離されている。治療経過はSisomicin投 与後3日

で解熱をみ,子 宮体部の圧痛は軽快 し,帯 下の所見も改

善された。よって本剤有効と判定 したが,5日 間の治療

後子宮内培養のうえではE.coliは 消失しEntemom5

が少数分離された。本例ではその後子宮全別術を施行し

たが,こ の際同時に感染流産よりの上行性感染を疑わせ

る左付属器溜膿腫(患 側別除)(培 養陰性)の 合併が認

められた。なお子宮内よりのE60lど におけるSisomi-

cinのMICは0.78μ9/mlでCEZのDisc感 受性は

(-)で あ った。

症例2:某 医の許で妊娠2ケ 月の人工妊娠中絶術後の

子宮内感染(子 宮内膜炎)で ある。当科入院時子宮は下

鷲卵大で体部圧痛があり,子 宮溜膿腫が予測された。 ド

レナージによる排膿を試みるほか早速Sisomicinを 投

与 したが子宮内培養ではPseudomonas aeruginosaが

単独に分離(SisomicinのMIC1.56μ9/ml)さ れてい

たものが,治 療3日 後には本菌は証明されていない。結

局本例は本剤投与による自他覚所見より有効 と判定 し

た。

症例3:帝 切術後の産褥悪露溜例である。術後発熱つ

づき,子 宮体部の圧痛と悪臭悪露の排出があ り,CEZで

効果なく本剤を1日150mg投 与 したところ4日 後に解

熱し,悪 露所見も漸次 改善 し,子 宮内か らのE.coli

(MIC0.78μg/ml)とProteus mirabilis (MIC0.78μ9/

ml)は 消失した(EnteroCoccuSが 少数分離される程度)。

2.尿 路感染症

尿路感染症11例 に本剤を使用した。対象は基礎疾患や

合併疾患を有する所謂複雑性の尿路感染6例 や急性尿路

感染症などである。 本剤の1日 量は100～150mgで,

投与 日数は4～7目,総 量は400～900mgに 及んだ。

起炎菌の内訳は複雑性のものではPsemlomonas aerugi-

nosa, Proteus mirabilis, Klebsiellaな どが分離され,急

性単純性尿路感染とことなりE.coliの 分離頻度が極め

て低いことが特徴的である。
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Table 3 Clinical results with Sisomicin (Chronic complicated UTI)

Table 4 Clinical results with Sisomicin (UTI)
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臨床効果の判定は尿中細菌の消失,自 覚症状の改善,

尿沈渣所見によってくだし,特 にすべての症状が消失 し

たものを著効と判定した。

i)複 雑性尿路感染症

子宮頸癌,卵 巣腫瘍,腎 結石,水 腎症などの基礎疾患

を有する対象例の内訳は膀胱炎5例,腎 孟腎炎1例 で,

このうち術後の感染例(3例)は いずれもCephalospo-

rin剤 の投与を受けていたものである(表3)。

検出菌には表3の 如 く,各 種の菌が認め られ ている

が,本 剤の効果は著効3例,有 効2例,無 効1例 であっ

た。細菌学的効果としては有効以上の5例 中4例 には2

～3日 内に菌消失がみられている。

以上各症例につき略述すると症例1の 子宮頸癌術後の

膀胱炎(起 炎菌E.coli,CitrobaCter)で は本剤投与に

より膀胱症状が改善され,尿 中菌の消失をみるも治療後

4日 目に再び尿中よりPseudomonas aeruginosaの 出

現(菌 数<105/ml)を みた。然し本菌も6日 後には消失

した。症例2,3はPseudomonas aemginosaが 分離さ

れた膀胱炎であるが,2例 共治療3日 後には尿中菌が消

失 した(起 炎菌に対するSisomicinのMICは1.56～

3-12μg/m1)症 例4はKlebsiella(MIC0.78μg/m1)に

よる産褥膀胱炎(妊 娠中毒症,水 腎症合併)で 本剤6日

の投与で有効,症 例5は 腎結石症を再三繰返す腎盂腎炎

で本剤投与2日 後に解熱,4日 後に起炎菌であるPro-

teus mirabilisの 消失をみたが,症 例6の 子宮脱を合併

した膀胱炎は投与4日 後も菌消失をみず,無 効と判定 し

た。

ii)そ の他の尿路感染症

急性の腎盂腎炎3例 と慢性膀胱炎の2例 に本剤を投与

した。腎盂腎炎の起炎菌はすべてEColi(MIC0.78～

1.56μg/ml)で1日100～150mg5～7日 間の投与で

全例にSisomicinの 効果が認められた(著 効2例,有

効1例)。 慢性膀胱炎(E.coli,Pseudomonas aemginosa

分離)の2例 では5～6日 間の投与で本剤は著効乃至有

効の結果を得た(表4)。

iii)尿 路感染症に対する成績のまとめ

以上尿路感染症11例 に対するSisomicinの 成績を総

括すると著効6例,有 効4例,無 効1例 で,本 剤の有効

率は90.9%に なる。分離菌別効果をみると,Pseudomo-

msamgmosaの 分離された3例 は全例が有効,Pro-

teusmimbilisで は2例 中1例 が有効,E.coliに よる

5例 とKlebsiellaに よる1例 もいずれも有効であった。

そのほか複雑性及び慢性尿路感染症(膀 胱炎7例,腎

盂腎炎1例)を 例にとり,本 剤1日 投与量別の有効率を

比較すると,1日150mg投 与 群 で100%(4例 共 有

効),100mg投 与群では75%(4例 中3例 有効)の 結果

が得られている。

3.副 作用

注射に伴う局所の硬結,発 赤を残すものはみられず,

本剤投与による副作用の出現は特に認めていない。また

一部の症例で投与前後の肝機能(S-GOT,S-GPT,Al-P

など),腎 機能(BUN,尿 蛋 白など)を 検討したが,特

に異常所見を認めなかった。

III.む す び

Sisomicinに ついて産婦人科領域の尿路感染症,性 器

感染症に関す る臨床的検討を抗菌力試験とともに試み,

次 の結果を得た。

1.臨 床分離株に対するSisomicinの 感受性態度は

GMと 類似しているが,Pseudomonasに 対 してはMIC

が多少低い結果が得られた。

2.産 婦人科領域における臨床応用として,本 剤を骨

盤内感染症,尿 路感染症計14例 に使用し,子 宮内感染の

3例 は全例有効,尿 路感染症では11例 中10例 有効率90.9

%の 成績を得た。

3.本 剤投与により特記すべき副作用は認 めていな

い。
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The antibacterial activity of Sisomicin, its therapeutic efficacy in obstetrical and gynecological infections
and its side effect were investigated.

1. In sensitivity tests of Sisomicin against clinical isolates, its antibacterial activity was assessed to be
similar to that of GM. The MIC of Sisomicin against Pesudomonas aeruginosa were slightly lower than
those of GM.

2. Sisomicin was administered to 14 patients with pelvic or urinary tract infections in a daily dosage
of 100-150 mg. Clinical responses were "good" in 3 patients with pelvic infections and in 10 out of 11
cases with urinary tract infections,("Effective" rate: 90.9%.)

3. Side effect were not observed. Local tolerance at the site of injection was good.


